
 

情報通信審議会情報通信政策部会（第３４回）議事録 

 

第１ 開催日時及び場所 

平成21年8月26日(水)  11時05分～11時15分 

於、第一特別会議室（総務省８階） 

 

第２ 出席した委員（敬称略） 

村上 輝康（部会長）、髙畑 文雄（部会長代理）、長村 泰彦、清原 慶子、 

高橋 伸子、滝 久雄、竹中 ナミ、新美 育文 

                          （以上８名） 

第３ 出席した関係職員 

(1) 総務省 

小笠原 倫明（情報通信国際戦略局長）、桜井 俊（総合通信基盤局長）、 

河内 正孝（官房総括審議官）、田中 栄一（官房総括審議官）、 

谷脇 康彦（情報通信政策課長）、小笠原 陽一（通信規格課長） 

(2) 事務局 

白川 政憲（情報通信国際戦略局情報通信政策課管理室長） 

 

第４ 議題 

委員会の廃止及び設置について
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開  会 

 

○村上部会長  それでは、ただいまから第３４回になりますが、情報通信審議会情報通

信政策部会を開催させていただきたいと思います。 

 本日は、委員及び臨時委員１４名中、８名が出席されておりますので、定足数を満た

しております。 

 

議  題 

 

 委員会の廃止及び設置について 

 

○村上部会長  それでは、お手元の議事次第に従いまして議事を進めてまいりたいと思

います。本日の議題は１件でございます。委員会の廃止及び設置についてでございます。

事務局からご説明をお願いしたいと思います。 

○白川管理室長  事務局から、委員会の廃止及び設置についてご説明をしたいと思いま

す。資料３４―１をご覧いただきたいと思います。 

 今回は、委員会の廃止が１件、設置が１件の２点についてご提案を申し上げます。 

 まず１点目の、委員会の廃止でございますけれども、平成２０年２月１５日に諮問さ

れました「通信・放送の総合的な法体系の在り方」について調査しておりました「通

信・放送の総合的な法体系に関する検討委員会」でございますけれども、先ほどの総会

におきまして、最終答申をいたしましたことから、その役割が終了いたしましたので、

当該委員会の廃止をご提案申し上げるものでございます。 

 具体的には、資料をおめくりいただきまして、１ページ、２ページをご覧いただきた

いと思います。今回廃止しようとしています委員会は２ページに参考としてつけており

ますように、部会決定第８号により設置されておりましたので、これを１ページの部会

決定第１０号により廃止するものでございます。 

 ２点目でございますけれども、委員会の設置でございます。本件も先ほどの総会にお

きまして、諮問されました「通信・放送の融合・連携環境における標準化政策の在り

方」に関する専門的な事項を調査するため、資料の３ページにございますとおり、部会
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決定第１１号として新たに「通信・放送の融合・連携環境における標準化政策に関する

検討委員会」を設置するものでございます。 

 以上、２点についてご提案申し上げますので、ご審議のほどよろしくお願いを申し上

げます。 

○村上部会長  はい。ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がございましたら、

いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、ただいまの事務局からの提案どおり、「通信・放送の総合的な法体系に関

する検討委員会」は廃止することといたしたいと思います。私を含めまして大変ご苦労

さまでございました。 

 また諮問第１６号の調査・検討のために、新たに「通信・放送の融合・連携環境にお

ける標準化政策に関する検討委員会」を設置することといたします。 

 ただいま設置が決定されました「通信・放送の融合・連携環境における標準化政策に

関する検討委員会」に所属する委員、臨時委員及び専門委員並びに主査は、これからお

配りいたします名簿のとおりでございます。よろしくお願いいたします。先ほどの審議

会におきまして、非常に活発な意見が出ましたので、その意見を十分踏まえるような形

で、精力的な調査・検討をお願いしたいと思います。 

 

閉  会 

 

○村上部会長  以上で本日の審議は終了でございますが、委員の皆様から何かございま

すでしょうか。よろしいでしょうか。事務局からは？ 

○白川管理室長  ございません。 

○村上部会長  それでは以上で本日の会議を終了させていただきます。 

 次回の情報通信政策部会は、別途決まり次第、事務局からご連絡差し上げますので、

よろしくお願いいたします。 

 どうもありがとうございました。 

 

 

 


